
(H29.4.1) 

様式第１－２号 この裏に裏面をコピーしてください。

（  玉 掛 け  ）技能講習申込書 

〔開催日：平成  年  月  日～  月  日〕 

ふ り が な   
※写真は背景に余白

のあるものをご利用

下さい。顔・頭部が切

れているものは使え

ません。 

※普通紙に印刷した

写真はご利用になら

ないで下さい。

氏 名 

生 年 月 日 昭和・平成  年  月  日（満  歳） 

住 所 

郵便番号 

連 絡 先 

※講習当日までに連絡をとる場合がありますので、緊急時に連絡がとれる電話番号をご記入下

さい。 

会社   自宅   その他

電話番号         （       ） 

該当するあなたの 

受講コース番号を 

ご記入ください。 

（裏面の受講コースで 

ご確認ください。）

平成   年   月   日 

〒604-0944 京都府京都市中京区押小路通柳馬場東入ル 京都建設会館３F 

建設業労働災害防止協会 京都府支部 （京都労働局長登録第６号） 

支 部 長  殿 

申 請 者               ○印  

（受講者本人記名捺印） 

受 講 票 送 付 先 

事業場名 

住  所 

ＴＥＬ              ＦＡＸ 

【申込書記入にあたっての注意事項】 

１．この申込書に記載する氏名、生年月日等の各項目は、法令で記入することが定められています。誤りのな

いよう正確に記入して下さい。 

申込書により修了証の内容が間違った場合、再交付の扱いとなり再交付手数料\2,000 が発生します。

２．本申込書にご記入いただいた個人情報は、技能講習を実施するために使用するものであり、受講者の同意

なしに目的以外に使用することはありません。 

３．助成金を希望される場合は申請可能かお確かめの上、受付番号下に「助成金」と記入してください。 

４．FAX・電話での予約・申込みは受付しておりません。必要事項を記入の上郵送または窓口へ提出してください。 

※この欄には記入しないこと。 

実施管理者 受付担当者          受  講  料 

金額 受領日   月  日  現 書 京 郵 

受付 

番号

表面 

写真はり付
（縦3.0㎝× 

横 2.5㎝ 
半年以内に撮影

したもの） 

普通紙不可 

記入例）2-2
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表面の裏面にこの面をコピーして下さい。    

受 講 関 係 書 類 

＜講習対象者＞ 

○当登録講習機関では、 

以下のコースを実施しています。（講習科目の受講の一部が免除されたコース等） 

○該当するものに○印をつけて下さい。

1. 全科目受講 

  講習科目の一部が免除される等の資格なし。 

2．一部免除 15 時間講習 

2-1. 移動式クレーン免許保有者等 

   （証明書類・・移動式クレーン免許証等） 

2-2．床上操作式クレーン、小型移動式クレーン技能講習修了者 

   （証明書類・・技能講習修了証） 

3．経験を有する者等に関する特例 

〔特例（１）１６時間講習〕 

3-1．吊り上げ荷重 1トン以上等の玉掛け補助作業の６ヶ月以上の経験者等 

   （証明書類・・別紙 玉掛け補助作業等の実務経験証明書） 

〔特例（２）１５時間講習〕 

3-2．吊り上げ荷重１トン未満の玉掛け特別教育修了後玉掛け業務６ヶ月以上の経験者 

   （証明書類・・別紙 玉掛け補助作業等の実務経験証明書及び特別教育修了証  ） 

＜保有資格証添付欄＞ 

○ 上記の 2の資格を証明する書類（写し）、別紙証明書類を添付してください。 

裏面 
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申込書の提出前にご確認ください！

技能講習を受講される方は、本人確認のため、 

① 氏名

② 生年月日

の記載がある書類をご提出ください。 

下記１）～５）のうちのいずれかの写しを申込書に添えてご提出下さい。 

１）「運転免許証」の写し 

２）登録講習機関が発行した「技能講習修了証」または「免許証」の写し 
（特別教育・その他の教育の修了証は不可） 
例）ガス溶接、酸素欠乏、フォークリフト等の技能講習修了証、 

３）国家資格の「免許証」または「修了証」の写し 
例）土木施工管理技士、建築士、とび技能士等 

４）「住民票」の写し 

５）「パスポート」の写し 

６）「特別永住者証明書」、「外国人登録証明書」または「在留カード」の 

写し 

◆ 申込から受講まで 

① 申込書作成 

（講習によっては必要な書類の写しが必要になります） 

↓ 

② 申込書の提出 

（本人確認の書類の写しを添付） 

郵送                窓口 

↓                 ↓ 

③ 受講票の受理 

FAX で受講票と共に受講料と振込先を送付します 

 ③ 受講票の受理 

窓口でお渡しします 

↓                 ↓ 

④ 受講料の支払い 

指定日までに振込み、もしくは窓口へ持参 

 ④ 受講料の支払い 

窓口で現金もしくは後日振込み 

↓                 ↓ 

⑤ 受講 

（当日受講票を持参して下さい） 


